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野鼠駆除のため北海道近島へイタチ

放飼とその成績
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The result of introduction of the Japanese mink in加 theadjac臼功

islands of Hokkaido wi-th the purpose of m七control.

(With English resume, p.59）・
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緒論本邦に於てはイタチ ~lJlustelα itat1Ji itαts-i 'l'emminck は有力な野鼠の天敵であるととは既に岸

田 c1927）犬飼 (1934,193ラ〉により報告された。岸田氏は本1+1で冬rn1に採集されたイタチ 106頭のうちの頭、即

ち40.1%が鼠を捕食していたこ ξを明らかにし、犬飼は北海道で採取した103頭の円内容物の調査でラ2頭即ち50.4？話

及びその後138頭の調査で70頭即ち50.7%が鼠を捕食したととを報告した。更に犬飼は昭和9年10月より同10年2月末

日迄に蒐集した156-0?;Jの胃内特を検して鼠捕食率が52.596であワたととを確めた。

他方、イタチは本邦に於ける野生毛皮歌の鷲たるもので、北海道からは近年は持年5～10万牧D毛皮生産を見、

本邦全産額の10分のlを産する。 イタチを本邦で噌殖せ・し必る ζ とは野鼠駆除と毛皮生産の一石二鳥をねらうもの

で産業上益するととろが少〈ない。

元来野生の獣類は土地の開資と人口の帯却lにより漸火その数を減す．る乙とは多〈の例に示されているが、 イタチ

はとれと異り、本妻ISに於ては大都市を除いては率る人口の噌加と共ft:J時flflした傾向が見られる。即ち余

した如〈〈犬飼1934）北f毎道に於ては未開墾t也の開護之共にイタチは奥j也に伎入し；骨加したもので、ある。依ってイ

タチを野鼠の天敵として利用する上にこの習性は極めて有利で、落に於て余は附事17年以来、樺太、利尻島、韻文

島、奥尻島等のイタチの未だ接息していなかった地方に新し〈移入放飼してその結果を観察して来たのである。

天敵の存在しない地方に於ては、野生動物は突護的に大褒生ずる ζ とは犀：々記録された。本邦の野鼠の大費生の

記録とLては、徳悶 (1932）が千島エトロフ島で明治26年、同42年、大正12年の 3凶に亙るドプ鼠の大護生と、余

く1939）の樺太南部に於けるドプ鼠の大震生とがあり、納北海道天臨にも明治42竿に大鷲生をした。

と ~tr.於て鼠の大費生の危険のある地方に天敬であるイタチを放飼して自然界に均衡を保たしめる必要があり、

又北方に於ける天然要素を利用して優良毛皮の生産を計るために本計輩を ~~s繕続中である。

放飼の方法 イタチを自然に放飼する際に余は初め、札幌附廷で他の人に依頼し或は自ら生け捕り式のおとし箱

を別びて捕獲し、とれを史跡室にて飼育し、キ11常期間後に放飼Lたが、後には野外で拙獲したものを飼育するとと

なく現地に選る方選にした。

イタチの捕獲はすべて北海泣内で行ひ、 9月から1月に圧つてなしたが、 9,10月に山から盟に出る谷口にトラップ

を設置ナることが最も効浪的で、 mひたトラップは本邦に於て古〈から一般に J..~lffJtこmひられていた、入口が5寸
四方長さが 1尺位の箱型の白働式の木製おとしで、、箱の入口 ξ反到側は金制かガラスをff.Iひて入口から見通しがき

〈ようにナる方がよい。

輪選にはドラップより柑；J、到の木箱を1日ひ‘ tf’IHJに板のしきりを作り、 2寸四方のIll入口を上部に作り、一方に
は乾草等を築材料として奥へ他方には餌として鼠、鈍の頭、生魚等を奥へた。最初は飲料水を餌と共に奥へたが、

イタチは織詮中にこの水で宿れるため籍死するものが多いことを琵見したので、後には致日間の総廷でも全然給水

せずに、よjJって好結果を得た、現場では職~i自の一方を開けば多〈むものは if（ち！こ躍り出て走り去るのを見た。舵

輸送に劃’してはイタチは比較的弱〈、永〈航中に摺めた吋は鑓死数もJ首1111じた。捕獲から輸送は多くは各地jに行は

れたが、寒気l亡割・して特別鹿置の必要を訟めず、只乾燥蹴態にi丘〈ことがぷも注意を裂する鮎でbづた。
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利－尻島への放飼

利尻島に放飼し弁イタチはすべて賓験室内に2年乃至3年間飼育したもので、小樽港から海上20時

間を要して、鬼脇港に陸揚して放飼した。従って職迭の途中鑓死したものはたかった。放飼の年次

及頭数は次の如くである，

年次頭数 即ち昭和8年より同10年に亙り雄28、雌13合計41頭（林業試験場より 3頭〕を放
〈昭和〉
0 ♀ 飼した。その後昭和2生年8月長pち放飼後14年後に向島を調査したが、島民の談話

8 3 3 
によれば全島一闘にイタチが分布し、 最近では秋期に人道で屡々イタチを目撃

9 

10 

音「

24 2 
1 2 するに至り相営増加したととが明らかで、 島民の白後的捕獲禁止の捻にかLは

28 13 ら宇、数年来若干の毛皮が取引されているのを確めた．

ー麓文島への放飼

磁文島へは前後2回放飼し？と。第 1回は札幌附近で捕獲したものを汽車で凡そ10時間を稚内に送

り、更に4時間の胎便によったもので、昭手nl5年11月生日から12月5日迄の約1ヶ月間に26頭を文芸

りた。 （ ~22，♀4) 

!:f~ 2回は昭和国年11月より同19年Z月にかけて日高閣傑似附近で捕獲したのを一度約10時間を要

して札幌に主主り、給水及給自［？をなし、更に稚内を経て純文島に逢ったものである 0.83頭。内稚内迄

に8頭、船中で21頭箆死L島に放飼したものは62頭である。

年次頭数 第1回及ぶ~~2回を合せ雄67顕雌21頭を放飼したものである。即ち第2回の結果
〈昭和〉
0 ♀ から、野生イタチを芭ちに職迭する場合の生存率を見れば74,6%である。

18～19 45 17 
利尻島及鵡丈島に於ける放詞と鼠害の関係

キI］尻島に於ては放飼後既に14.1］！を経過しその噌摘の跡は明i庶であるが謹文島ては米だ顕著に現はれていない。利

尻島に於けるイタチ靖殖と野鼠の被害の関係は一般的には島内に於て放飼以前のような著しい害はな｛、植林地に

於ては若し〈鼠害が減少したことが認められる。今イタチ放飼前の雨島に於ける鼠宮ーの蹴態を稚内普林署の調査に

より記せば次の如〈である。

年ヨたく昭和I) 野鼠被害面積〈へクタール〉
刺尻島 鶴丈島

5 14.72 6.69 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

14.72 

44.49 

44.42 

44.42 

51.11 

ラ1.51

53.69 

15.68 

22.68 

15.33 

13.00 

17.33 

17.33 

17.19 

17.19 

21.20 

27.19 

23.19 

15 10.18 ' 13.35 

南島では野鼠の被害は昭和7.8年頃から念に噌力IIし刺尻島では時不1112年が最も大き＜ 53クダ』ルを超え？と。イタ

チを放飼したのは昭和8年と10年であるが、放飼されたイタチが指摘を始占うたと思はれる昭和13年からは念に被害

が波少し明和15年には僅かにIOヘクタールで、昭和ラtq:;の放飼Jfiiよりも軽識であった。 とれがイタチ放飼の結果かど

うかと云ふことは正確に断定し難いが、地理的に見て殆ど同様な；快態にある隣島の鵡文島を見るに、昭和7.8年頃か

ら噌加した被害は、利尻島と同様昭和12年も依然として上昇してVるが、利尻島では昭和13年から急に減少してい

るのに返ヲて13平には益々噌加し14年も猫経績しているので、 とれがイタチ放飼による結果と見ても差支ないと思

ふ。因に昭和16年以降は南島ともに記すべき野鼠の被害が無〈なっている。
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樺太への放飼

南樺太への放飼は昭和J7年3月に始まり、 fl百和15年迄縫績した＇J 放飼したイタチの内飼育してい7ヒ

もの肢初の81iJ’r丈で
斗に溶りそC附近tて放飼し守三3 放飼の年次及頭数はヨたの如くである．

年次頭数 詮先

くun手11) 0 ♀ 

7 4 4 合計 8 豊原

8 3 4 II 7 小沼

10 29(4) 5く1）グ 34 大泊

11 5 II 6 大i白
13 2 冒 2 大m

．‘ 14 9く4) 2 II 11 ~ 本斗

15 32(77) 23(7）グ 55・ 本斗

合計 84 39 ’F 123 
くカツコ内は鎚タG)

!!11ち、8年間に雄84頭、雌39政合計 123同を放飼した．との外に輸送の注rf-t銭死したものは雄街頭

雌8IDl合計93顕で北海道から送別［＼した数は経Ii1 I・216顕であった。
ζ む欣飼の結果を凡ることは小島~~Ii! の場合と 戸，）＇，~， り因調tでるるのと、現在は樺太はソ連鎖であるため調査は不可能

であるが、昭和112:.1：頃既に：投開。市郊に於てf.f!l三イタチ滋碩を捕獲しだ-;x：~tるり、格職後ツ述人がイタチを捕獲し
たのを貨見した引指名・があることから察して相常数射殖してu、るものと忠はれる。 然し！！日和19拶頃は未だ充分な設

に謹してャないととは同年のドプ以の大遊~Iミから凡て込切らかであ’る。

奥尉島への放飼

奥尻島へは昭和 23年llJj27日より 12月3日に瓦り、むに近い江差附近で捕獲したものを放飼し

た。輸送箱に入れ般的した数は42頭でぬに至る 4時！！日の輪滋と留め置きで鎗死したものは18頭で、

質際放飼したものは雄18以K雌9以のお頑である。

総迭『11の鎗死~iに就℃

野外でイタチを捕獲する場合概して雄が多〈咋が少し凡そ3:I~之官るが、輪選’11の障害に謝して雌は雄よりも抵

抗力が大きい。 ~：慎太に詮附したイタチの内 ll{1 干1115年度の似を見る l七維は送附線設 109頭の内77頭が姥死し、無事に

到着放飼されたものは32頭で：・29.3%に？笠る。然るに雌は還附耗j愈30磁の内鎚死したものは 7頭で、生きて到着した

ものは23!1頁即ち76.596で維の約2倍以上に慌る。斯る例は何れの年に於ても見られる。野生のイタチを捕獲後直に職

詮放倒する場合の！t存率は約60，う？で、野外より捕Mし計千j洲市飼育する場合も初めのnntr.相常の鑓YEを見、餌料に
馴れてから後に抵抗力が大き〈なるものでるるから、 ~.i.i~際 lこ放飼をする羽合に俗解賓と努力を倒〈上から’捕獲し

て長期飼育して然る後に放制するととは不利である。

結 論

本州に践するイタチは約80!.J三前北海道に侵入し、寒地の生活~L~薗除して増殖したが、吏に北方の

樺太に於てもよくその同然環境に泊して生前し件るととを；泌めた。依って北海道周溢の島興に移入

しでも、とれに油膝してJ{'J地せしめ得るととはiリjらかである。在際医於て利尻島、秘文島の移入に

成功し、利尻島K於ては野鼠駆除のFl的を充分に」t!－している。奥尻島へも昭和23年より放飼を開始

したが、とれ又必中成功し仰るものと雌信するが、 tその結果は10年を経なければ明らかに現時れな

い．
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文献

犬飼哲夫 1927 北海道に於けるイ タチの冬期の食性札幌農林皐曾報 25竿108披

1934 イタチの北海道・内侵入手伝路とその剥月1.植物及勤物 2巻8抗

December, 1949 

1935 イタチの食性研究及び其の保護策に就いて 庭用車］物車雑誌 7告1読

岸田久吉 1927 冬期に於けるイタチの食怯調査成紙農林省鳥獣調査報骨第4説・

徳田御稔 1932 エトロア島に於ける鼠柄に就ρ て動物皐雑誌 44巻529蹴

J ノ

Resume 

The Japanese mink, Mastelαltat.<rt i tαtsi Tcmminck, ・which wa'! introduced in七oHok-

kaido fromぬemain island abor1も80yeara ago by chance, coすeredthe whole inland n.re九 un-

til about Hl35. Kishida (1U27) and Inukn.i (1H35, 193G) have prO¥'edもhatthe animal is one 

ofもhepowerful nn.tural enemies against ra旬 inJapan. The author has cn.ugh七九live凶nks

in Hokkaido nud senももhemto the neighhour i日land耳forthe purpose of rats conもroland for the 

production of the fur. 

Fin;t, during 8 years from IU32もo1940, 123 animals of which 84 were males, were sent 

and set free successfully in southern Saghnlien. Since 1937 so田eminks heve been seen in 

n九tlll'esouth of Toyohara city and sometim倒 eapturedby the natives. 

Into Ri_shiri, a small island north-west of Hokkaido, 28 males nnd 13 female伝 ・weresenも

from 1933 もo1935. They increased tolerably in number and nt presen七wecn.n see them 

everywhere-in the isl凡nd.Iむ isno旬dthat the damage of the rodonむng九instthe youngUngs 

of the planもationh::tR been decreased remarkrtbly since 1938. !n tho neighbour island, Rebun, 

88 heads of the alive mink of which 67 were males, were relo節目lfrom Hl40 to 1944. Jn 

もhefall of 1948 18 malts and 6 females were sent into Oknjiri, n litt1e h~Jand sυuth of 

Hokkaido, 

Fromもheeconomicn.l point of view, it i同 n<lviiヨableto ship the alive mink immedin.te-

ly nfter the capture, as もhemotality of the rmimn.1 does not much differ fl'Om the 

C九自eof feeding it for some period. Anyhow, tbe female animal i円 more "'resistant than 

the male n.gn.insもthetI割:i.tmeut.

樺太放飼には樺太隠，践女島放飼には，稚内営林区暑，奥尻島放飼には，北海道廓畜産課及び林

政課狩織係の財政的後援を得て行った．此庖に感謝の意を表し度い。
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